
学 区 審 議 会 会 議 概 要 

 

１ 開催日時 

令和２年７月３０日（木） 午後２時００分～午後３時００分 

２ 開催場所 

成田市花崎町７６０番地 

成田市役所５階５０１会議室 

３ 出席者 

 (委員) 

江邨会長、濱田会長職務代理者、林委員、松本委員、亀崎委員、坂内委員、

荻原委員及び郡司委員 

(事務局) 

関川教育長、清水教育部長、松島教育総務課長、篠塚学校施設課長、 

藤崎学務課長、井上学務課副参事及び並川管理主事 

４ 議題 

議案第１号 宗吾２丁目の開発行為に係る学区の変更について 

報告第１号 指定学校変更・区域外就学の状況について 

    

５ 議事(要旨) 

議案第１号として，宗吾２丁目というのは公津小学校区になるが、宗吾

２丁目の一部については、約２００戸の開発が見込まれ、すべてを指定校

変更で対応することは事務手続き上問題があるため、早急（１学期中）に

方向性を示す必要がある。そこで、改正案としては、開発区域については、

公津の杜地区との社会的なつながり等を勘案して、公津の杜小学校及び公

津の杜中学校区に変更すると考えている。事務局より提案した後，委員よ

り質問，意見等を求めた。その際に委員から発言のあった内容は次のとお

りである。 

郡司委員：開発のスケジュール的なものがわかれば教えていただきたい

のと、２００戸すべてが公津の杜小、公津の杜中に行く場合

の小学校、中学校の容量的に問題はないのか。 

学務課長：宗吾２丁目及び飯仲のこの地区が、宗吾・飯仲古墳群という

ところに該当していて、ここの開発業者がすでに開発計画の

素案については立案しているところではある。１８０～２０

０戸程度の居住地が予想されているが、まず、発掘調査がど

の程度かかるのかという目途が正直我々も読めないところが

あり、そこがスムーズにいったとしても来年、再来年という

話ではないか。かなり法面で高い位置にあるので、引き込み

道路とかもあり、数年はかかろうかと思う。 



公津の杜小、中学校については、全校生徒が７８５名、それ

が年々減り、令和８年度には５８３名、約２００名の生徒が

減となることが予想されているので、こちらに２００戸建ち、

そこに全世帯に子どもが入ったとしても十分収容できるキャ

パシティを公津の杜小、中学校は持っていると考えている。 

郡司委員：宗吾２丁目の方々の意見を聞くということはあるのか。 

学務課長：すでに居住者がいてその方々に学区の変更により、将来的に

通う学校が変更になる場合が予想される場合。それについて

は、地区の説明等させていただいている。ただ、今回につい

ては、居住者が全くいないという状況なので、特段の説明は

準備をしていない。 

   議案第１号については，事務局の提案のとおり答申を受けた。 

 

   報告第１号として，成田市立小学校・中学校及び義務教育学校の児童生徒

数の推移について，住民基本台帳と学齢簿のデータをもととして，小学校に

ついては令和７年度，中学校については令和１３年度までの児童生徒数の推

移を報告した。委員からの質問や意見等は特になかった。 

   

６ 傍聴  

（１） 傍聴者 １人 

（２） 傍聴の状況 傍聴要綱に反する行為は認められなかった。 

 

７ 次回開催日時（予定） 

  令和２年度第２回学区審議会 令和２年１１月もしくは１２月上旬開催予定 

 


